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○現行のガイドラインでは、雨水排除施設についての記載が簡潔になっており、雨水に関するコストを記述
する箇所が散在している。

○記載を充実させ、雨水排除施設とコンセッション方式の関係についてより明確化し、雨水に関する記載
について相互に参照しやすいよう加筆修正する。

＜現状の記載＞
133頁35頁
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＜改定文案（現行35頁部分）＞

ところで、コンセッション方式の対象は利用料金を徴収する公共施設等に限るとされているところ
である（PFI法第2条第6項）。また、雨水に関する業務は公費による負担が原則であることもふ
まえると、雨水排除専用施設を運営権設定対象とすることはできないことに留意が必要である。

ただし、分流式下水道の汚水排除・処理を対象とするコンセッション方式に、雨水に関する業務
の委託を付加した契約を行うことも考えられる。
なお、合流式下水道の場合、下水道施設全体に運営権を設定することは妨げられないものの、
要求水準の設定や雨水排除の公費負担の原則に留意が必要となる。詳細は3.12.5.(3)を参
照のこと。
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性能規定に基づく発注が原則のPFI事業で
あっても、雨水に関する業務の要求水準を定め
るにあたっては、運転操作要領等を定めるなど
の仕様発注に準じたものとし、運営権者の責任
範囲を明確にすることが必要である。

＜改定文案（現行133頁部分）＞


